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　 　 　 　 medium　from　bladder　(arrow)　and
　 　 　 　 dclayed　cxclusion　of　right　kidney(broken
　 　 　 　 arrOW).
　尿検査:尿 半定量で混濁1+,pH　6.　5,糖3+,蛋
白3+,沈 渣 で赤 血 球>100/HPF,白血球50～99/
HPF,細菌3+　 尿 培 養 でCor)nebacterium　lO4　CFU,
140 泌尿紀要　52巻　2号　2006年
EnterOCOCCtLS　l　4　CFUが 検 出 された.
　 画像所 見:来 院12時間前 に近 医で撮影 したDIPで








　 　 　 　 vasation　of　contrast　medium　from　bladder
　 　 　 　 to　the　intraperitoneal　cavity(arrows).
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　 　 　 　 carcinoma　with　stromal　invasion　(HE
　 　 　 　 stain×100).
の溢流 を思わせる膀胱像 を認めた(Fig.1).来院4時
間前 に他院で撮影 した単純CTで もやはり膀胱からの
造影剤溢流を認めた(Fig,2).入院後行った膀胱造影
では明らかな造影剤の溢流はなかった.膀胱鏡を行っ
た ところ,壁 の伸展 は不良で萎縮膀胱 の状態であっ









　臨床経過:入 院後,両 側尿管 カテーテル留置,抗 生
剤投与などの保存的治療で腹膜炎症状は軽減,5月13
日膀胱全摘除術 を予定 した.し か し,開腹時すでに癌
性腹膜炎の状態で根治術は不可能と判断 両側尿管皮
膚痩による尿路変向術 と膀胱結石の除去,膀 胱後壁の











































































































織別に治療,転 帰 をまとめた所,検 索 しえた全14症例
中,TCCが7例,　SCCが7例 であった(Table　l).
その14症例のうちはっきりと予後の記載のあるものは
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